
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・構造物劣

・リアルタ

・路面凍結

など、さま

ケー・エ

「予兆保全

ション開発

センサー情報
分析、解析に

道路など社会
たって計測さ
管コスト増

データの過去
将来の予測に

分析ができる
いろんなベン

劣化要因のモ

タイムで変位

結予測による

まざまなシー

エフ・シーは、

全」を実現し、

発に取り組ん

報を収集をして
に時間を短縮し

会インフラのビ
されたデータを

去データの分析
に使えないか。

る専門家がいな
ンダーのセンサ

「予

モニタリング

位・異常値検

る雪氷対策の

ーンで IoT を

、老朽化する

、安全および

んでいます。 

道

ているが、
したい。

ビッグデータは
を利用するため

析だけではなく

ない
サーを利用した

予防保全」

グと予兆保全

検知⇒災害、

の効率化⇒安

を活用した道

るインフラのモ

び保全コストの

道路の維持管

長期間にわ
のデータ保

い。

道路 IoT に

」から「予

全⇒安全およ

減災、事故

安全および保

道路維持管理

モニタリング

の縮減を図

管理における

• クラウドの
の短縮

• 分析官の

• クラウド
• 容量増に

• クラウド
全が可能

• 処理量が
加が可能

• オープン
• 多様なタ

レーター

における私た

予兆保全

び保全コス

故防止 

保全コスト削

理システムを

グを通じて、セ

るため、日本

IoT 活用提案

のコンピューティ

のナレッジをシス

ドのストレージは
に合わせて容量

ド上の機械学習
能
が増えても分析
能。

ンなテクノロジー
タイプのパートナ

ー、データサイエ

たちの価値

」へ 

ト削減・効率

減・効率化 

ご提案いた

センサーデー

本マイクロソフ

案

ィングリソースを

ステム化すること

は安価
量を追加可能

習エンジンにより

析にかかるコン

ーによりベンダー
ナー企業（センサ
エンティスト）

値 

率化 

します。 

ータの機械学

フトと連携し

を活用することで

とで、だれでも利

り、予測分析を

ンピューターリソ

ーロックインの排
サー、ネットワー

学習による

してソリュー

で、分析時間

利用可能に。

を行い予兆保

ソースを即追

排除
ーク、インテグ




